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資料５

現状(2010年) 課題 対応方向

東日本大震災による影響農林業経営体調査 東日本大震災を踏まえた対応

・ 被災地域における調査方法の検討
・ 情報インフラとしての機能強化１ 調査対象

農林業経営体
（1,726,751経営体）

農 東日本大震災を踏まえた対応

・ 被災地の実態を把握し、適切な
調査方法を検討

・ 不測の事態に備えた情報インフラ効率的な調査手法の検討

試行調査による検討

２ 調査方法
調査員が調査対象へ配布・回収

する自計申告（都道府県・市町村
への法定受託事務として実施。）

３ 調査項目

・ 豪雪地帯など実査困難地域における
調査手法の検討

不測の事態に備えた情報インフラ
としての機能強化に向けた対応

効率的な調査手法の検討

基本的課題への対応
・ インターネット申告の意向把握や

郵送調査の導入可能性を検証

・ 適切な把握方法による調査項目の
設定

３ 調査項目
・ 世帯員の状況
・ 経営耕地面積
・ 農業労働力
・ 農産物の生産、家畜の飼養状況
・ 農産物の販売、農作業の受委託

農業経営の特徴

新たな施策ニーズへの対応

・ 農林業の基本構造の把握

基本的課題への対応

・ 個人情報保護意識の高まり

実施における困難性への対応

・ 農業経営の特徴
・ 山林面積
・ 素材生産・林産物の販売
・ 林業作業の受託 等

・ ６次産業化などの施策ニーズへの対応 調査の円滑化・効率化

・ 十分な調査準備期間の確保による
的確な調査員指導

個人情報保護意識の高まり
(特に、個人の属性に関する項目や
販売金額等の記入への抵抗感)

・ 調査対象者の高齢化
・ 調査票の内容が専門的で難解

調査項目の大幅なスリム化 ・ 調査協力意識を醸成するＰＲ活動
の推進

・ 希望に応じた封入回収の実施

地域の実情に精通した農政主管課

「食料・農業・農村基本計画」及び「森林・
林業基本計画」に基づく農林業施策の推進に
必要な項目。施策の推進に必要な統計を提供
するための項目に特化

・ インターネット申告の検討
・ 不断のコスト削減

統計委員会等からの指摘

391項目 →  206項目
(2005年) → （2010年）

・ 地域の実情に精通した農政主管課
の応援態勢の構築

・ 調査票のＯＣＲ化

するための項目に特化


